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嘉治 佐保子 教授 略歴・主要業績

＊ 2025年 3月31日をもって慶應義塾大学
経済学部を定年退職するのにともない，
本学会を退会する会員の略歴・主要業績を
次頁以下に掲載します。

本誌編集委員会
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嘉治 佐保子 教授 略歴・主要業績

I．略 歴

1960年 東京に生れる

1960年～1961年 アメリカ合衆国 Stanford University 近くに在住

1968年～1969年 アメリカ合衆国 Yale University 近くに在住

1978年 慶應義塾女子高等学校 卒業

1982年 慶應義塾大学経済学部 卒業

1984年 慶應義塾大学大学院経済学研究科修士課程 修了

1984年 慶應義塾大学経済学部 助手

1985年～1988年 アメリカ合衆国 The Johns Hopkins University 経済学部博士課程に留学

1988年～1989年 アメリカ合衆国 Yale University 経済学部訪問大学院生

1991年 慶應義塾大学経済学部 助教授

1992年 The Johns Hopkins University より Ph.D.（経済学博士号）取得

1993年～1994年 経済審議会 経常収支構造検討委員会 臨時委員

1993年～2000年 旧大蔵省 財政金融研究所 長期セミナー 講師

1994年 旧通商産業省 国際技術問題懇談会 委員，旧経済企画庁 経常収支構造検討委員会

委員

1994年～2006年 旧通商産業省 航空機宇宙産業分科会 臨時委員

1995年～2005年 旧通商産業省 産業構造審議会WTO部会不公正貿易政策・措置調査小委員会 委員

1998年～1999年 慶應義塾大学 看護学部設立準備委員会 委員

1999年 慶應義塾大学経済学部 教授

2001年～2005年 厚生労働省 労働政策審議会 臨時委員

2001年～2010年 旧通商産業省 産業構造審議会 臨時委員

2002年～2004年 慶應義塾大学国際センター 学習指導委員

2002年～2003年 財務省「関税・外国為替等審議会，外国為替等分科会，国際的な資金の流れに関する専

門部会」専門委員

2003年～2011年 金融庁金融審議会 第一部会 委員
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2003年～2012年 財務省「関税・外国為替等審議会，外国為替等分科会，国際的な資金の流れに関する専

門部会」委員

2006年～2023年 慶應義塾大学経済学部 Professional Career Programme Co-ordinator 兼務

2014年～2023年 慶應義塾大学経済学部 PEARL Academic Director 兼務

2017年 Centre for Finance, Technology and Economics at Keio (FinTEK)を共同設立

II．主要業績

1． 単著

『ユーロ危機で日本はどうなるのか』日本経済新聞出版社，2012年

『国際通貨体制の経済学』日本経済新聞社，2004年

“What Can Countries do to Avoid a Financial Crisis?”, World Economy, Vol. 24, No. 4, April 2001,

pp. 567–589

“La fin du Japon que nous avons connu”, L’economie politique, numero 6, 2e trimestre 2000, pp. 83–93

“Successful Structural Reforms after EMU”, Journal of the Japanese and International Economies, 12,

1998, pp. 507–534

『欧州経済通貨同盟』 三菱経済研究所，1994年

2． 共編著

嘉治佐保子・中妻照雄・福原正大 編著 The Economics of Fintech, Springer, 2021年

嘉治佐保子・中妻照雄・福原正大 編著『フィンテックの経済学』慶應義塾大学出版会，2019年

吉野直行・嘉治佐保子 編著 Hometown Investment Funds A Stable Way to Provide Risk Capital,

Springer, 2013年

吉野直行・塩澤修平・嘉治佐保子 編著『ふるさと投資ファンド 意欲のある中小企業が資金を得る仕組

み』慶應義塾大学出版会，2013年

嘉治佐保子・小川英治 編著 Who will Provide the Next Financial Model? Europe’s Financial Maturity

and Asia’s Financial Might, Springer, 2013年

嘉治佐保子 編著『フィナンシャル・レビュー』「特集EU経済」財務省財務総合政策研究所，2010年

柳川範之・白井義昌・津曲正俊・嘉治佐保子 編著『経済学の進路 地球時代の経済分析』第 7章「通貨統

合」 慶應義塾大学出版会，2004年

吉野直行 編著『アジア金融危機とマクロ経済政策』第 2章「マレーシアの資本移動規制とオープンマクロ経

済の安定化」（吉野直行・井深陽子と共著） 慶應義塾大学出版会，2004年
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池間誠・大山道広 編著『国際日本経済論』第 2章「貿易自由化反対論の検討」文眞堂，2001年

深海博明 編著『国際経済論』第 14章「国際マクロ政策」八千代出版，1999年

内海孚 編著『ユーロと日本経済』第 3章「経済・通貨同盟と構造調整」東洋経済新報社，1999年

3． 単著の論説等

“The Impact of AI on Education and Democracy”, Japan in Global Context 2024: In Search of New

Systems （公益財団法人NIRA総合研究開発機構） 2025年 1月

「生成AIと民主主義」『日本と世界の課題 2025』（公益財団法人NIRA総合研究開発機構） 2025年 1月

「AIは，仕事でなく思考能力を奪う」『日本と世界の課題 2024』（公益財団法人NIRA総合研究開発機構）

2024年 1月

“Japan must lose its Showa mentality”, Financial Times, March 2023

「「失望した人々」 が大多数になるとき」『日本と世界の課題 2023』（公益財団法人NIRA総合研究開発機構）

2023年 1月

“Japanese universities need brighter ideas”, Financial Times, October 2015

“The unseen casualties of Japan’s lost decades suffer in silence”, Financial Times, March 2015

「経済通貨同盟の見方」『日本経済新聞 やさしい経済学』1996年 5月（連載全六回）

「アジア金融危機は終わったか」『日本経済新聞 やさしい経済学』1994年 7月（連載全六回）

「収支均衡より雇用安定を」『日本経済新聞 経済教室』1993年 7月
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